
令和６年３月 

令和５年度 学  校  評  価  書 
 

学校名 北海道白糠高等学校 全日制課程 
１ 重点目標 

（１） 新学習指導要領に向けた指導と評価の充実、並びに基礎・基本の定着と学習習慣の確立に努める。 

（２） 生徒の主体的な自己管理能力を高め、望ましい基本的生活習慣の定着に努めるとともに、家庭・地域と連携しながら生徒理解に努め、自他の生命を尊び自立心

と他を思いやる心を保つ生徒を育成する。 

（３） スクール・ポリシーに基づいたキャリア教育を行い、主体的に進路を選択しながら地域の未来を創る生徒を育成する。 

（４） 健康・安全についての理解を深め、自他の生命の尊重と安全・環境への意識の向上に努める。 

 

２ 経営方針 

（１） 「スクール・ミッション」達成に向けた取組の推進 

◯町内外の教育資源を最大限活用し、生徒の力を最大限引き出すプロジェクトを構築し、全国から行きたいと思われる学校を目指す。 

（２） チーム白糠の体制確立 

◯保護者や地域社会から信頼され、積極的に学校運営に参加したくなる、真に「社会に開かれた学校」とするために、効果的な情報発信や連携・協働を推進する。 

（３） 働き方改革の推進 

◯個々の能力に応じた業務の平準化を図り、実感できる改革を推進する。 

（４） 教職員研修の充実 

◯校内外の研修の積極的推進、人事評価シートの活用等により、教職員のスキルアップを図るとともに、生徒に積極的に主体的な学びに取り組む姿勢を見せ、範を

示せる教職員集団を確立する。 

 

３ 自己評価結果について学校関係者評価実施  

 ○自己評価の達成状況・適切さの欄は（「Ａ＝十分である」、「Ｂ=概ね十分である」、「Ｃ＝不十分である」、「Ｄ＝改善を要する」）を示す。 

 ○右の欄、学校関係者評価：自己評価の適切さの欄は、 

  （「Ａ＝適切な評価である」、「Ｂ=概ね適切な評価である」、「Ｃ＝評価がやや不十分である」、「Ｄ＝改善を要する」）を示す。 

 ○右の欄、学校関係者評価：改善に向けた取組の適切さの欄は、 

  （「Ａ＝適切な取組である」、「Ｂ=概ね適切な取組である」、「Ｃ＝取組がやや不十分である」、「Ｄ＝改善を要する」）を示す。 

 ※青い部分が教職員による自己評価結果等、黄色い部分が学校関係者評価結果である。 

 ※学校関係者評価は評議員により実施。 

分野 

領域 

重点的な取組内容 （上段） 自己評価 

改善の方策 

学校関係者の評価 

評価指標・評価基準（中段） 
達成 

状況 

取組の

適切さ 

自己

評価

の適

切さ 

改善へ

の取組

の適切

さ 

意見 
具体的取組の状況 （下段） 

学習指導

の改善・

充実 

基礎基本を徹底し、わかる授業の実践と興味を引く授業作

りに努める。 

Ｂ Ｂ 

生徒の理解力に応じた適切な指導ができ

ているかを振り返り、必要に応じて、複数

の教員が協力して授業を行い、生徒の意

欲・関心を高めるための授業展開を勘案し

ていくことが必要である。また、支援が必

要な生徒への関わり方、指導のあり方につ

いて研修機会を増やしていきたい。 

3.1 3.1 

〇久遠塾での

スタディ・サ

プリの活用が

非常に良い取

組みである。

今後も継続し

てほしい。 

生徒による授業評価アンケートの「授業がわかりやすい」

「授業に興味関心を持ち、もっと知りたいと思う」の項目

で、肯定の回答８０％以上達成。 

授業評価アンケートにおいて、上記項目で肯定の回答が９

４．８％・８１．６％と達成できている。 
2.9 3.0 

観点別評価の充実及び生徒の学習姿勢の確立に努める。 

Ｂ Ｂ 

生徒の中で「どのように勉強したらいいか

がわからない」という発言があった。日頃

から、各教科で、勉強の仕方を教えたり、

簡単な宿題を出して、家庭学習の機会を増

やしたりすることで、学習に取り組む姿勢

を確立していきたい。 

3.1 3.1 

○授業での取

組が家庭学習

へと繋がるよ

う、声かけや

宿題等の工夫

をしてほし

い。 

成績上位層の増加、成績不振者減少。授業評価アンケート

の学習習慣に関する項目で、肯定回答８０％以上達成。 

１・３年生の成績優秀者がそれぞれ６７％以上。２年生は

年間を通して減少傾向にある。 
2.9 3.0 

保護者 

・地域へ

の情報の

発信 

保護者・地域・関係機関と交流を深め、特色ある教育活動

の展開を行い、外部発信を行う。 

Ｂ Ｂ 

各学年で、保護者等との面談の期間を設け

たり、コミュニティスクールの協力を得た

りすることで、保護者等や地域との交流を

深める機会を増やす。また、学校の様子や

何もない日々の授業風景などを積極的に

HPや本校のSNSに更新していきたい。

一方で、町内会の回覧板や町内の放送等で

情報発信を行い、これまで以上に地域の協

力を得ていきたい。 

2.9 3.0 

○生徒さん達

との接点は、

清掃活動、歌

壇づくりだけ

でした。 

○小4の孫娘

は、市内の学

校祭巡りをし

ていました

が、残念なが

ら白糠高校の

評価は低かっ

たです。 

ホームページアクセス数 年間７万回以上（月６千） 

ホームページ更新回数 ９０回以上（月８回） 

地域交流・地域行事・小中高連携 年間１０回以上 

アクセス数 月平均６千以上、更新回数 89回（R6/1/22

現在）各教科において、地域連携を積極的に実施。 
3.1 3.0 

ＰＴＡ活

動の活発

化 

ＰＴＡ活動の活性化、推進に努める。 

Ｂ Ｂ 

絶対的な保護者等の数も減少している中

で、PTA 役員を中心に、研修会等の参加

者が多く、行事等にも積極的に協力しても

らえている。しかし、連絡が行き届いてい

ないことがあるため、連絡方法を複数の手

段にするなどの工夫し、ＰＴＡの活性化を

図りたい、また、オンライン等で行事の様

子を配信し、次回以降の現地参加者数の増

加に繋げていきたい。 

3.6 3.4 

ＰＴＡ活動参加者 保護者 各１０名以上。 

         教職員 各１０名以上。 

ＰＴＡ総会・役員会・学校祭模擬店・ＰＴＡ研修会（そば

打ち体験）の実施。参加保護者は１０名以上。 
2.9 2.9 



分野 

領域 

重点的な取組内容 （上段） 自己評価 

改善の方策 

学校関係者の評価 

評価指標・評価基準（中段） 
達成 

状況 

取組の

適切さ 

自己

評価

の適

切さ 

改善へ

の取組

の適切

さ 

意見 
具体的取組の状況 （下段） 

組織的・

計画的進

路指導の

充実 

（進学）生徒に対して志望校合格のための適切な指導と情

報提供を行い、公営塾などと連携し、第一志望校合格と進

学後に必要な学力を身に付けさせる。学習目標を早期に定

め、学びに向かう力を育み、個に応じた指導を充実させ

る。 

Ａ Ａ 

・推薦や総合選抜など本校の教育活動の特

徴を生かした進学実績を今後も伸ばして

いくために、キャリアパスポートを定着さ

せる。 

・キャリア行事を通して、早期の進路目標

を設定させ、学校生活の充実を図る。 

・公営塾や外部機関と連携し、進学指導を

充実させる。 

3.9 3.9 

○単身赴任の

方が多いこと

や、PTA以外

は先生方との

接点はほとん

どないことな

どが背景にあ

って、評価そ

のものが難し

いです。 

〇社会とのつ

ながりを意識

できる取組を

さらに増や

し、早期から

進路目標を設

定できる工夫

を。 

進学決定率１００％ 

進学決定率１００％ 3.5 3.4 

（就職）社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資

質・能力を身に付けさせるとともに、望ましい勤労観、職

業観を育成する。個に応じた就職指導を展開し、生徒が主

体的に取り組む力を身に付けさせる。地域協働応援団（コ

ンソーシアム）や関係機関、保護者等と連携し、生徒に対

して適切な指導と情報提供を行う。 

Ｂ Ｂ 

・コンソーシアムを活用し、キャリア行事

のブラッシュアップを行う。 

・キャリア行事を通して、早期の進路目標

を設定させ、学校生活の充実を図る。 

・公営塾や外部機関と連携し、就職指導（公

務員模試や就職試験）を充実させる。 
3.3 3.3 

就職内定率１００％ 

就職内定率９０％ 3.1 3.0 

自立心を

育てる指

導の徹底 

Ｑ－Ｕを活用し生徒理解のためのスキル向上に努める。外

部機関（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、サポステ、白糠養護学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

と連携して適切な支援を行い、教育相談の充実を図る。 Ｂ Ｂ 

・Q-Uテストは次年度も引き続き実施し、

分析を行い生徒理解に努める。 

・PT 制度を活用して教員個々の課題にア

ドバイスをもらい、教育相談に活かす。 

・スクールカウンセラーとの面談を通じて

学校生活に前向きに取り組むことができ

るようになった生徒もいる。 

3.3 3.4 

○家庭内にお

ける指導不足

が、そもそも

の原因です。

学校任せでは

なく、家庭で

も子どもと話

す機会を作る

ことが重要。 

〇ＳＮＳやい

じめに関する

情報提供を子

どもだけでな

く、家庭に向

けてもあった

方が良い。 

Ｑ－Ｕアンケートを年間２回以上実施 

教育相談に関する校内研修の実施 

・５月と２月にＱ－Ｕ実施。 

・６月に過去の実例をもとにＱ－Ｕの分析と指導への活か

し方について校内研修を実施した。 

3.1 3.1 

基本的な

生活習慣

マナーや

モラルに

関して組

織的な指

導体制の

確立 

基本的生活習慣（あいさつ、言葉遣い、身だしなみなど）の
確立に向けた指導体制の構築。 

情報共有の徹底。できる指導、理解させる指導の実践。 Ｃ Ｃ 

・現在は基本的生活習慣（あいさつ、言葉

遣い、身だしなみなど）が身に付いている

生徒が多く、多少乱れていても軽い声かけ

で改善でき、学校全体が良い方向へと向か

っている。継続した指導を実践していきた

い。一部、基本的生活習慣が確立されてい

ない生徒に、具体的に出来ていないことに

どのような不利が起こるか認識させ、自覚

ある行動に繋げる 

3.6 3.3 
自己指導能力の向上が見られたか 

・年3回のあいさつ運動や各種委員会でPDCAの実践を

試みている。 

・身だしなみは各クラス代議員が中心となり自ら正してい

こうという取り組みが見られた。 

2.7 2.6 

他者を思

いやる心

と道徳心

の育成 

通信や集会、講演会等を活用し規範意識を育て、ＳＮＳの

正しい使い方を身につけさせ、誹謗中傷やいじめといった

問題行動を招かないよう未然防止に努める。いじめ把握の

ためのアンケートを年間２回実施。 
Ｂ Ｂ 

・今後も積極的ないじめの認知を行い、認

知した上で対象生徒の実状に合わせて個

別指導を素早く行い、解決に努めるととも

に、教員間での情報共有を密にし、指導に

齟齬が出ないような体制作りを行う。 

・未然防止のため、いじめの兆候や情報提

供がありしだい。速やかに対策委員会を開

会し、情報共有と対策を検討する。 

3.4 3.6 積極的ないじめの認知 

いじめのない学校生活が送れているか 

・アンケート結果を元に面談等を行い、侵害行為を受けた

生徒をいじめ認知し、素早い対応を行った。 

・現状アンケート結果の行為は収まっていて安全な学校生

活を送れている。 

3.0 3.1 

教職員の
「働き方

改革」に
向けた方
針等 

〇学校閉庁日、定時退勤日、部活動休養日の設定。 
〇会議や打合せの回数・時間の短縮。 

〇業務の平準化・効率化に関する業務改善、健康安全管理の
実施。 

Ｂ Ｂ 

・朝の打合せについて、次年度も引き続き
週１回を原則として行う。 

 
・職員会議の内容の精選を図る。（周知程
度、前年度踏襲は基本的に朝の打合せへ） 

 
・授業時数と照らし合わせながら短縮授業
や授業カット等の工夫をし、余裕のある会

議日程の設定を行う。 
 
・２分掌体制による業務の平準化、効率化

を図る。また、次年度当初の分掌計画に縛
られず、運用する中で柔軟に業務の振り分
け及び相互協力を進める。 

 
・管理職を中心とし、年休取得等がしやす
い職場環境作りを進める。 

3.1 3.4 

○業務を軽減
する手立てに

ついては理解
できるが、軽減
しても教員同

士のコミュニ
ケーションが
円滑になるよ

う心がけるべ
きである。 

〇学校閉庁日の設定（年間９日間） 

〇定時退勤日の設定（月２日間と定期考査期間） 
〇部活動における休養日の設定（年間73日以上） 
〇年休取得率の前年度比増。 

・定時退勤日を原則第１・３金曜日と定期考査期間に設定し、
行事予定に合わせて柔軟に対応。 

・学校閉庁日を年間で９日間設定。 
・後期より朝の職員打合せを週１回にし、合わせて職員会議
のペーパーレス化を図った。 

・年休取得率は、前年から大きな減少は見られない（取得率
40％前後）が、朝の打合せのない日や時間割に合わせて時
間年休を取得するなど、各教職員のスタイルに応じた働き

方が少しずつ進められている。 

3.3 3.3 

※学校関係者評価は学校評議員によって行う。 記述部分は抜粋及び要約をしたものである。 

学校関係者の評価は、評価平均値により次の評価基準によってA～Dの評価をしている。 

評価基準（ 1≦D＜2.3   2.3≦C＜2.9   2.9≦B＜3.4   3.4≦A≦4 ) 


